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〔
資
　
　
料
〕妙

幢
淨
慧
撰
『
佛
神

應
錄
』
翻
刻
と
解
題
（
七
）

阿
部
美
香
・
大
久
保
美
玲
・
塚
本
あ
ゆ
み
・
関
口
靜
雄

〔
解
　
　
題
〕

淨
慧
の
周
縁
⑥

　
妙
幢
淨
慧
と
林
丘
寺
照
山
元
瑤
（
一
六
三
四-

一
七
二
七
）
の
交
流
の
発
端
に
介
在
し

た
人
物
が
あ
る
と
し
て
幾
人
も
の
僧
俗
を
列
挙
し
う
る
が
、
黄
檗
の
月
潭
道
澂
（
一
六

三
六-

一
七
一
三
）
を
逸
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
西
田
耕
三
氏
『
近
世
の
僧

と
文
学
─
妙
は
唯
そ
の
人
に
存
す
』（
二
〇
一
〇
年
二

月
、
ぺ
り
か
ん
社
）
が
指
摘
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、
淨
慧
が

月
潭
の
嗣
法
の
高
弟
覚
天
玄
朗
と
極
め
て
親
し
く
交
流
し
て
い
る
こ
と
や
、
な
に
よ
り

淨
慧
自
身
が
『
佛
神

應
錄
』
に
月
潭
の
名
を
挙
げ
て
そ
の
著
作
に
触
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
淨
慧
は
あ
る
い
は
月
潭
の
行
実
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
て
い
た
と
推
量
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
覚
天
玄
朗
編
『
直
指
月
潭
禅
師
行
状
』（
外
題
『
心
華
老
人
行
実
』。

正
徳
五
年
〈
一
七
一
五
〉
刊
）
等
に
よ
れ
ば
、
月
潭

道
澂
は
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
十
月
一
日
江
州
彦
根
に
医
家
綺
田
了
閑
の
子
と
し

て
生
ま
れ
、
三
歳
に
し
て
母
を
喪
い
、
正
保
四
年
（
一
六
四
七
）
十
二
歳
の
春
、
祖
父

に
従
っ
て
寂
室
元
光
が
創
建
し
一
絲
文
守
が
中
興
し
た
東
近
江
の
臨
済
宗
瑞
石
山
永
源

寺
に
登
っ
た
が
、
出
家
を
厭
う
父
に
連
れ
戻
さ
れ
た
。
し
か
し
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）

密
か
に
家
を
出
て
山
科
の
妙
応
庵
に
逃
れ
、
さ
ら
に
洛
東
吉
田
に
庵
居
す
る
独
妙
性
微

の
も
と
に
移
る
と
、
よ
う
や
く
父
も
出
家
を
許
し
た
。
翌
四
年
独
妙
に
伴
わ
れ
て
洛
西

嵯
峨
歿
縦
庵
の
独
照
性
円
に
参
謁
し
て
親
炙
し
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
七
月
、
隠

元
隆
琦
来
朝
の
報
に
接
し
、
独
照
に
従
っ
て
長
崎
興
福
寺
に
赴
き
、
参
謁
し
て
と
も
に

そ
の
会
下
に
入
っ
た
。
以
来
月
潭
は
隠
元
に
従
い
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
秋
隠
元

の
将
軍
謁
見
江
戸
行
に
随
従
し
、
同
三
年
冬
侍
者
と
な
り
、
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）

四
月
隠
元
が
示
寂
す
る
ま
で
随
侍
し
た
。
南
源
性
派
・
高
泉
性
潡
・
柏
岩
性
節
ら
唐
僧

侍
者
の
中
に
あ
っ
て
唐
話
を
解
し
た
こ
と
か
ら
重
ん
じ
ら
れ
、
承
応
三
年
十
二
月
隠
元

の
第
一
開
戒
に
受
戒
す
る
と
、
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
九
月
黄
檗
三
代
慧
林
性
機
の

第
四
開
戒
に
尊
証
阿
闍
梨
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
秋
四
代
獨
湛
性
瑩
の
第
六
開
戒

に
尊
証
阿
闍
梨
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
三
月
六
代
千
呆
性
侒
の
第
九
開
戒
に
教

授
阿
闍
梨
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
三
月
七
代
悦
山
道
宗
の
第
十
開
戒
に
羯
磨
阿
闍

梨
と
し
て
出
仕
す
る
な
ど
、
和
僧
な
が
ら
檗
山
の
重
要
な
戒
壇
法
儀
に
重
用
さ
れ
た
。

こ
の
間
、
延
宝
三
年
（
一
六
七
五
）
四
月
隠
元
の
送
龕
入
塔
儀
を
終
え
る
と
独
照
が
嵯

峨
に
結
ん
だ
祥
鳳
山
直
指
庵
に
帰
り
首
座
と
し
て
師
匠
を
扶
け
、
元
禄
七
年
（
一
六
九

四
）
七
月
独
照
が
示
寂
す
る
と
同
年
九
月
二
代
を
継
い
だ
。
同
十
年
霊
元
上
皇
か
ら
中

国
宋
代
の
仙
人
箕
仙
搏
の
事
蹟
に
つ
い
て
の
下
問
に
『
桃
蘂
編
』
を
校
訂
し
て
進
上
し
、

宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
は
求
め
ら
れ
て
「
天
台
十
七
景
」
を
草
し
、
翌
二
年
七
十

歳
の
祝
寿
に
は
一
乗
院
宮
真
敬
親
王
の
来
山
と
仙
洞
へ
の
招
請
を
受
け
、
正
徳
二
年

（
一
七
一
二
）
七
十
七
歳
寿
に
は
近
衛
予
楽
院
家
熈
か
ら
手
書
「
般
若
心
経
」
を
贈
さ
れ

る
な
ど
貴
顕
の
帰
依
を
受
け
た
。
同
三
年
三
月
独
照
代
か
ら
の
帰
依
者
で
あ
る
京
都
の

豪
商
那
波
義
山
・
古
峰
父
子
の
屈
請
を
容
れ
て
菩
薩
戒
会
を
営
み
五
百
人
余
に
授
戒
す

る
と
、
そ
の
年
八
月
六
日
直
指
庵
で
歿
し
、
そ
こ
に
塔
し
た
。
な
お
、『
黄
檗
文
化
人

名
辞
典
』（
一
九
八
八
年
十

二
月
、
思
文
閣
）
は
月
潭
の
著
作
と
し
て
『
禅
悦
集
』
四
卷
・『
龍
巌
集
』
四

卷
・『
峩
山
稿
』
二
卷
・『
観
音
新
験
録
』
一
卷
等
九
部
を
挙
げ
る
が
、『
槇
尾
平
等
心

王
院
故
弘
律
始
祖
明
忍
和
尚
行
業
曲
記
』
一
卷
を
欠
い
て
い
る
。

　
月
潭
は
正
保
四
年
十
二
歳
の
春
に
祖
父
に
従
っ
て
瑞
石
山
永
源
寺
に
登
っ
た
が
、
時

の
住
持
は
一
絲
文
守
の
跡
を
継
い
だ
如
雪
文
巌
（
一
六
〇
一-

一
六
七
一
）
だ
っ
た
。
少

学
苑
　
資
料
紹
介
特
集
号
　
第
九
三
七
号
　
一
八
八
～
二
一
八
（
二
〇
一
八
・
一
一
）
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年
月
潭
は
如
雪
を
敬
慕
し
て
出
家
を
望
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
た
め
に
月
潭
が

頼
っ
た
洛
東
吉
田
の
独
妙
性
微
は
師
を
同
じ
く
す
る
如
雪
の
法
弟
だ
っ
た
。
慶
安
三
年
、

父
の
許
し
を
得
て
出
家
が
か
な
っ
た
月
潭
は
翌
四
年
春
に
は
ふ
た
た
び
永
源
寺
に
登
っ

て
如
雪
に
謁
し
て
い
る
。
こ
の
如
雪
は
高
野
山
新
別
所
で
賢
俊
良
永
か
ら
毘
尼
を
学
ん

で
受
戒
し
、
槇
尾
山
平
等
心
王
院
西
明
寺
で
第
八
代
衆
首
全
理
慧
燈
を
証
明
と
し
て
受

具
し
た
人
で
あ
っ
た
。

　
江
戸
時
代
の
興
律
運
動
は
す
べ
て
槇
尾
僧
坊
に
由
来
す
る
が
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
律

儀
退
廃
を
嘆
じ
て
戒
律
復
興
を
発
起
し
、
そ
の
旗
手
と
な
っ
た
俊
正
明
忍
（
一
五
七
六

-

一
六
一
〇
）
の
行
実
に
起
源
す
る
。
明
忍
が
渡
海
を
企
て
て
対
馬
に
下
向
し
た
た
め
、

槇
尾
は
明
忍
を
弘
律
の
「
開
祖
」
と
し
て
同
行
の
慧
雲
寥
海
が
第
二
代
衆
首
位
に
就
い

て
槇
尾
を
実
質
的
に
差
配
し
た
。
高
野
山
新
別
所
派
祖
賢
俊
良
永
・
野
中
寺
派
祖
慈
忍

慧
猛
・
法
隆
寺
北
室
院
派
祖
明
空
了
性
ら
は
い
ず
れ
も
槇
尾
で
受
具
し
、
久
修
園
院
中

興
宗
覚
正
直
は
槇
尾
で
沙
弥
受
戒
後
に
同
派
の
洛
西
太
秦
桂
宮
寺
省
我
唯
空
を
証
明
と

し
て
受
具
し
、
泉
涌
寺
正
専
如
周
は
槇
尾
の
真
空
了
阿
を
証
明
と
し
て
受
具
し
て
い
る
。

如
周
に
就
い
て
法
華
を
学
び
深
草
瑞
光
寺
を
律
院
と
し
て
創
建
し
た
艸
山
律
祖
元
政
日

政
は
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
三
月
に
『
槇
尾
平
等
心
王
院
弘
律
始
祖
明
忍
律
師
行
業

記
』（
延
宝
二
年
〈
一
六
七
四
〉
八
月

版
『
艸
山
集
洪
之
卷
』
所
収

）
を
撰
し
て
い
る
。

　
賢
俊
良
永
（
一
五
八
五-

一
六
四
七
）
は
対
馬
の
人
で
、
高
野
山
に
登
っ
て
中
性
院
学

侶
と
な
っ
た
。
二
十
五
歳
の
と
き
に
帰
省
し
た
折
、
た
ま
た
ま
渡
海
を
志
し
て
同
地
に

留
錫
し
て
い
た
明
忍
に
邂
逅
し
て
受
戒
を
乞
う
た
。
し
か
し
明
忍
は
こ
れ
を
断
り
槇
尾

登
山
を
勧
め
た
の
だ
っ
た
。
賢
俊
は
明
忍
の
勧
諭
に
よ
っ
て
律
学
に
転
じ
、
槇
尾
山
に

登
っ
て
明
忍
の
同
行
慧
雲
寥
海
・
友
尊
全
空
に
参
謁
し
、
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）

寥
海
か
ら
沙
弥
戒
を
受
け
、
翌
十
六
年
三
月
に
自
誓
受
具
し
た
。
同
十
八
年
九
月
賢
俊

は
後
の
牛
久
藩
主
山
口
修
理
亮
入
道
重
政
の
懇
請
を
容
れ
て
俊
乗
房
重
源
ゆ
か
り
の
高

野
山
新
別
所
に
霊
嶽
山
円
通
寺
を
開
い
て
律
院
と
し
た
。
賢
俊
の
高
野
帰
山
を
戒
山
慧

堅
撰
『
律
苑
僧
宝
伝
』1
は
「
有
テレ
故
隱
ル二
高
野
山
ニ一
」
と
記
す
だ
け
だ
が
、
そ
れ
は
律
儀

の
解
釈
に
つ
い
て
槇
尾
と
諍
論2
を
生
じ
た
こ
と
も
一
因
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
新
別
所
で
受
具
し
た
真
政
円
忍
・
快
円
慧
空
師
弟
に
よ
っ
て
大
鳥
神
鳳
寺
派
が

成
立
し
、
同
派
の
玄
忍
慧
海
を
証
明
と
し
て
受
具
し
た
覚
彦
浄
厳
が
真
言
律
宗
を
唱
え
、

生
駒
宝
山
寺
宝
山
湛
海
・
円
珠
庵
空
心
契
沖
は
円
忍
・
快
円
に
つ
い
て
受
具
し
、
持
戒

念
仏
祖
の
法
然
院
信
阿
忍
澂
・
融
通
律
祖
の
大
通
融
観
も
快
円
か
ら
菩
薩
戒
を
受
け
、

浄
厳
の
直
弟
惟
宝
蓮
体
は
宝
山
湛
海
か
ら
受
戒
し
て
い
る
。
ま
た
同
派
快
門
點
阿
門
下

に
尾
張
八
事
山
興
正
寺
諦
忍
妙
龍
が
出
た
。

　
な
お
新
別
所
は
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
四
月
八
日
に
大
成
し
、
住
職
は
初
代
賢
俊
・

二
代
円
忍
・
三
代
快
円
と
董
し
、
快
円
は
野
山
退
去
に
あ
た
っ
て
後
董
を
弟
子
の
法
雲

元
如
に
命
じ
た
。
妙
幢
淨
慧
は
こ
の
法
雲
と
交
流
が
あ
っ
た
。『
佛
神

應
錄
』
卷
十

一
−

三
「
甚
深
囘
向
経
ノ
㓛
德
緣
起
ノ
事
」
に
よ
る
と
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
九

月
高
野
山
に
登
っ
て
し
ば
ら
く
滞
留
し
た
折
に
「
甚
深
囘
向
経
」
を
書
写
し
た
が
、
そ

れ
は
「
㳒
雲
律
師
ノ
シ
ル
シ
ヲ
キ
玉
ヘ
ル
ヲ
」
書
写
し
た
の
だ
っ
た
。
ま
た
淨
慧
は

『
儒
釈
雑
記
』
卷
五
十
八
に
法
雲
か
ら
「
即
身
成
仏
印
明
」
を
受
け
た
と
記
し
て
い
る

が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
も
こ
の
高
野
登
攀
の
折
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
真
政
・

快
円
師
弟
は
隠
元
隆
琦
と
律
法
を
め
ぐ
っ
て
交
流
し
、
と
く
に
快
円
は
黄
檗
二
代
木
庵

性
瑫
か
ら
開
戒
壇
の
證
明
阿
闍
棃
に
招
請
さ
れ
、
鉄
眼
道
光
の
請
を
容
れ
て
摂
州
天
樹

寺
で
梵
網
経
を
講
説
す
る
な
ど
黄
檗
と
は
ふ
か
く
親
近
し
て
い
る
か
ら
、
淨
慧
と
法
雲

の
交
流
も
そ
う
し
た
縁
故
に
よ
る
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。
法
雲
房
元
如
は
『
延
寳
四
丙

辰
年
六
月
六
日
於
泉
州
大
鳥
山
神
鳳
律
寺
依
衆
評
永
代
所
定
末
寺
帳
』3
に
「
法
末
高
野

山
眞
別
處
霊
嶽
山
圓
通
寺
住
持
」
と
あ
り
、『
神
鳳
一
派
僧
名
帳
』4
に
よ
る
と
元
禄
八

年
極
月
十
一
日
に
歿
し
て
い
る
。
淨
慧
と
は
最
晩
年
の
交
流
だ
っ
た
。

　
真
空
了
阿
に
祝
髪
を
受
け
、
泉
涌
寺
雲
龍
院
で
正
専
如
周
に
学
ん
だ
慈
忍
慧
猛
は
槇

尾
に
登
っ
て
受
具
し
た
の
ち
宇
治
田
原
の
東
陽
山
巌
松
院
に
退
隠
し
た
が
、
乞
わ
れ
て

聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
河
内
青
龍
山
野
中
寺
を
律
院
と
し
て
中
興
し
た
。
巌
松
院
の
こ
ろ

か
ら
の
直
弟
戒
山
慧
堅
は
鉄
眼
道
光
の
祝
髪
を
受
け
、
雲
渓
桃
水
に
勧
め
ら
れ
て
慧
猛

の
会
下
に
な
っ
た
人
で
、
慧
堅
の
弟
子
に
湛
堂
慧
淑
が
あ
る
。
こ
の
野
中
寺
派
か
ら
は

武
蔵
正
受
院
敬
首
祖
海
・
尾
州
円
成
寺
無
礙
関
通
・
洛
東
照
臨
庵
性
澂
霊
潭
・
洛
西
長

時
院
湛
慧
信
培
・
東
都
長
泉
院
普
寂
徳
門
、
ま
た
安
楽
律
祖
霊
空
光
兼
・
正
法
律
祖
慈

雲
飲
光
が
出
た
。
な
お
妙
幢
淨
慧
の
師
匠
宝
山
最
頂
は
宝
洲
道
聡
の
弟
子
で
、
宝
洲
の

師
匠
は
鉄
眼
道
光
だ
っ
た
。
ま
た
淨
慧
が
依
止
し
律
を
学
ん
だ
近
江
日
野
正
明
寺
五
世

寂
門
道
律
は
一
絲
文
守
の
法
脈
を
曳
き
、
近
江
東
方
山
安
養
寺
開
山
戒
山
慧
堅
か
ら
菩

薩
戒
を
受
け
た
人
で
あ
る
。

　
慈
忍
慧
猛
は
野
中
寺
を
開
い
た
後
も
宇
治
田
原
の
巌
松
院
に
た
び
た
び
往
来
し
た
。
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慧
猛
は
巌
松
院
を
去
る
に
あ
た
っ
て
巌
松
院
を
律
院
と
し
て
結
界
し
た
が
、
実
は
巌
松

院
を
律
院
と
し
て
中
興
し
た
の
は
如
雪
文
巌
だ
っ
た
。
如
雪
は
阿
州
板
西
の
人
で
、
慶

長
六
年
正
月
十
八
日
に
母
が
観
世
音
菩
薩
に
祈
っ
て
生
ま
れ
た
子
と
い
う
。
慶
長
十
九

年
十
四
歳
の
時
に
南
都
東
大
寺
に
登
っ
て
沙
弥
十
戒
を
受
け
、
元
和
三
年
十
七
歳
の
と

き
高
野
山
に
登
り
、
同
八
年
二
十
二
歳
に
し
て
心
善
院
主
と
な
っ
た
。
寛
永
四
年
二
十

七
歳
の
と
き
大
阿
闍
梨
位
灌
頂
を
受
け
密
教
の
秘
頥
を
尽
く
し
た
が
、
さ
ら
に
同
六
年

新
別
所
に
入
っ
て
賢
俊
か
ら
毘
尼
を
学
ん
で
受
戒
し
、
翌
七
年
槇
尾
に
登
っ
て
全
理
慧

燈
を
証
明
と
し
て
具
足
戒
を
受
け
た
。
受
戒
成
就
に
必
須
の
好
相
を
求
め
て
臂
香
を
燃

じ
、
三
日
に
し
て
漸
く
霊
応
を
得
た
と
い
う
。
受
具
の
五
年
後
、
如
雪
は
巌
松
院
に
移

っ
た
。『
如
雪
和
尚
紀
年
録
』5
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
条
に
「
師
三
十
五

歳
秋
造
二

山
城
州
宇
治
田
原
ニ一
創
二
精
舍
ヲ一
曰
二
岩
松
院
ト一
拉
テ二
普
淳
智
鏡
二
律
師
ヲ一
同
居
ス
淳
後
ニ
攺
二

ヲ
石
鼎
ト一
與
レ
師
同
嗣
二
法
ヲ
于
一
絲
師
翁
ニ一
而
鏡
ハ
寂
ス二
于
槙
峰
ニ一
」
と
伝
え
て
い
る
。

如
雪
に
同
道
し
た
二
人
は
と
も
に
『
槇
尾
山
自
誓
受
具
同
戒
録
』6
に
そ
の
名
が
載
り
、

そ
れ
ぞ
れ
「
智
鏡
惠
海
大
徳
、
寛
永
十
六
年
己
卯
六
月
朔
日
、
岩
松
院
中
興
、
筑
前
州

ノ
人
」（
寛
永
三
年
二
月
十
九
日
受
具
）、「
普
淳
守
真
大
徳
、
丹
州
柏
原
ノ
人
、
廿
一
日
寂
」

（
寛
永
八
年
十
一
月
十
七
日
受
具
）
と
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
高
野
山
新
別
所
の
外
に

も
賢
俊
系
流
の
拠
点
が
起
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
如
雪
は
普
淳
守
真
を
連
れ
て

永
源
寺
一
絲
文
守
の
膝
下
に
転
じ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
空
席
を
槇
尾
の
衆
僧
か
ら
推
さ

れ
て
心
な
ら
ず
も
継
い
だ
の
が
慈
忍
慧
猛
だ
っ
た
。

　
な
お
聖
徳
太
子
開
創
と
い
う
東
陽
山
巌
松
院
霊
像
寺
は
寛
永
十
二
年
如
雪
文
巌
が
智

鏡
惠
海
・
普
淳
守
真
の
二
人
を
率
い
て
入
寺
し
た
の
を
も
っ
て
中
興
と
し
、
三
条
喜
誉

理
慶
女
を
大
壇
主
と
し
て
そ
の
施
財
を
も
っ
て
再
興
さ
れ
た
と
伝
え
る
。
如
雪
文
巌
等

三
僧
の
寛
永
十
二
年
巌
松
院
入
寺
は
『
如
雪
和
尚
紀
年
録
』
の
所
伝
に
よ
っ
て
も
疑
い

な
い
が
、
し
か
し
当
寺
の
過
去
帳7
に
は
卷
頭
に
「
中
興
智
鏡
惠
海
大
和
尚
／
寛
永
十
六

年
己
卯
六
月
朔
日
遷
化
」、
次
い
で
「
始
祖
光
影

通
和
尚
／
寛
文
四
年
庚
辰
五
月
四
日
」

と
録
さ
れ
て
い
て
如
雪
と
普
淳
の
名
は
見
え
な
い
。
こ
の
両
僧
が
過
去
帳
に
録
さ
れ
な

か
っ
た
の
は
と
も
に
臨
済
に
転
宗
し
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
智
鏡
を
巌
松
院
中

興
一
世
と
す
る
の
は
『
槇
尾
山
自
誓
受
具
同
戒
録
』
も
智
鏡
を
「
岩
松
院
中
興
」
と
し

て
い
る
か
ら
、
槇
尾
も
そ
れ
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
過
去
帳
に

「
始
祖
」
と
し
て
光
影

通
が
録
さ
れ
た
事
情
は
他
に
資
料
が
な
く
不
明
で
あ
る
。
光

影
は
『
槇
尾
山
自
誓
受
具
同
戒
録
』
に
「
光
影
　
通
大
徳
、
寛
文
四
年
甲
辰
閏
五
月
四

日
寂
、
河
州
獅
子
窟
寺
中
興
、
丹
州
亀
山
ノ
人
、
父
ハ
稲
垣
氏
、
母
ハ
本
多
氏
」（
寛
永
八

年
十
一
月
十
七
日
受
具
）
と
あ
っ
て
普
淳
と
同
時
に
十
一
代
衆
首
尊
光
空
如
か
ら
受
具
し
、

の
ち
河
州
交
野
の
普
見
山
獅
子
窟
寺
を
中
興
し
た
人
と
知
れ
、
慧
堅
撰
『
律
苑
僧
宝

伝
』
卷
十
四
「
普
見
山
獅
子
窟
寺
光
影
通
律
師
伝
」
は

通
に
作
り
そ
の
略
歴
を
載
せ

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
光
影
は
高
野
山
金
剛
峰
寺
蓮
華
三
昧
院
光
宥
法
師
に
つ
い
て

出
家
し
、
賢
俊
に
従
っ
て
戒
律
を
学
び
、
夢
告
に
よ
っ
て
参
詣
し
た
南
都
春
日
明
神
の

帰
途
に
槇
尾
の
慈
雲
智
城
と
邂
逅
し
、
伴
わ
れ
て
槇
尾
に
登
り
寛
永
八
年
十
一
月
十
七

日
具
足
戒
を
受
け
、
八
代
衆
首
全
理
惠
燈
に
従
っ
て
密
法
を
稟
け
た
と
い
う
。
ま
た
月

潭
『
峩
山
稿
』
上
卷
「
獅
子
窟
寺
記
」
も
光
影
の
行
実
を
伝
え
、
光
影
が
役
小
角
ゆ
か

り
の
獅
子
窟
寺
吉
祥
院
旧
址
に
茅
庵
を
結
ん
だ
の
は
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
秋
だ

と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
『
律
苑
僧
宝
伝
』『
峩
山
稿
』
に
光
影
が
巌
松
院
に
登
っ
た

と
い
う
記
事
は
な
い
。
な
お
し
か
し
巌
松
院
の
過
去
帳
が
「
始
祖
」
と
す
る
所
伝
を
重

ん
じ
れ
ば
、
光
影
は
如
雪
文
巌
等
三
僧
に
先
ん
じ
て
巌
松
院
再
興
に
尽
力
し
た
槇
尾
賢

俊
一
流
の
律
僧
だ
っ
た
と
推
量
し
う
る
。『
如
雪
和
尚
紀
年
録
』
に
よ
る
と
如
雪
は
寛

永
十
六
年
に
霊
源
寺
で
一
絲
文
守
に
参
謁
し
、
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
に
和
束
庄
の

田
村
了
徹
居
士
か
ら
山
庵
を
施
与
さ
れ
、
同
三
年
に
は
常
住
し
て
い
る
か
ら
心
は
早
く

臨
済
に
傾
い
て
い
た
よ
う
で
、
智
鏡
は
槇
尾
に
帰
山
し
て
寛
永
十
六
年
六
月
に
歿
し
て

い
る
か
ら
、
寛
永
十
五
年
前
後
に
は
巌
松
院
は
す
で
に
寺
勢
が
衰
え
始
め
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
『
律
苑
僧
宝
伝
』
卷
七
「
青
龍
山
野
中
寺
慈
忍
猛
律
師
伝
」
に

「
既
ニ
入
寺
説
法
度
人
、
風
声
ノ
所
レ
被
。
遐
邇
翕
然
ト
シ
テ
帰
スレ
心
ヲ
。
師
以
テ二
所
得
ノ
檀
施
ヲ一

建
ツ二
仏
殿
・
僧
寮
・
鐘
楼
・
斎
堂
ノ
之
付
属
ヲ一
。」
と
伝
え
る
よ
う
に
、
正
保
三
年
槇
尾

衆
僧
に
強
請
さ
れ
て
已
む
を
得
ず
巌
松
院
二
世
を
継
い
だ
慈
忍
慧
猛
が
晋
山
後
た
だ
ち

に
律
儀
の
復
興
と
寺
觀
の
整
備
に
尽
瘁
し
た
の
も
故
な
し
と
し
な
い
。
慈
忍
の
行
実
徳

化
が
秀
で
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
巌
松
院
に
ほ
ど
近
い
東
大
寺
別
当
平
崇
上
人
正

暦
二
年
（
九
九
一
）
開
創
と
伝
え
る
古
刹
補
陀
洛
山
禅
定
寺
を
領
民
の
懇
請
に
よ
っ
て

兼
帯
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
容
易
に
推
察
で
き
る
。

　
如
雪
文
巌
は
律
を
転
じ
て
臨
済
持
戒
禅
を
唱
え
た
一
絲
文
守
の
膝
下
と
な
っ
た
が
、

そ
の
一
絲
も
ま
た
澤
庵
宗
彭
（
一
五
七
三-

一
六
四
六
）
に
従
う
以
前
、
享
保
元
年
（
一

七
一
六
）
十
九
歳
の
時
、
槇
尾
に
登
っ
て
賢
俊
か
ら
剃
髪
を
受
け
、
毘
尼
を
学
ん
で
一
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夏
九
旬
を
過
ご
し
た
人
で
あ
っ
た
。
一
絲
・
如
雪
、
ま
た
普
淳
守
真
の
名
を
改
め
て
清

凉
山
霊
源
寺
二
世
を
継
い
だ
石
鼎
文
頑
な
ど
、
臨
済
に
賢
俊
の
戒
脈
が
流
れ
て
い
る
こ

と
は
覚
え
て
お
い
て
よ
い
。
如
雪
は
一
絲
の
跡
を
襲
っ
て
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
八

月
四
十
六
歳
で
永
源
寺
八
十
一
世
を
継
い
で
い
る
か
ら
、
少
年
月
潭
は
精
気
充
実
し
た

壮
年
如
雪
に
初
謁
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
如
雪
を
敬
慕
し
て
臨
済
に
出
家
し
た
月
潭
道

澄
は
師
独
照
に
従
っ
て
と
も
に
来
朝
し
た
黄
檗
隠
元
の
会
下
に
転
じ
た
が
、
如
雪
が
興

律
始
祖
と
仰
が
れ
る
俊
正
明
忍
と
同
じ
く
南
山
律
師
道
宣
を
慕
っ
て
渡
海
を
志
し
た
人

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
若
僧
月
潭
の
心
を
揺
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ

る
。
如
雪
の
前
に
一
絲
が
あ
り
、
一
絲
の
前
に
賢
俊
が
あ
り
、
賢
俊
の
前
に
興
律
始
祖

明
忍
が
存
す
る
。
そ
の
戒
脈
と
法
脈
を
考
え
れ
ば
、
峩
山
に
戻
っ
た
月
潭
が
自
身
の
戒

脈
を
顧
み
て
『
槇
尾
平
等
心
王
院
故
弘
律
始
祖
明
忍
和
尚
行
業
曲
記
』
を
撰
し
た
の
も

不
思
議
で
は
な
い
。
な
お
明
忍
伝
の
嚆
矢
は
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
正
月
槇
尾
で
賢

俊
と
と
も
に
受
具
し
た
尭
遠
不
筌
（
承
応
二
年
〈
一
六
五

三
〉
六
月
十
八
日
歿
）
が
承
応
元
年
（
一
六
五
二
）
十
二

月
に
撰
し
た
『
明
忍
律
師
之
行
状
』
と
思
わ
れ
る
が
、
月
潭
は
こ
の
『
明
忍
律
師
之
行

状
』
と
建
仁
寺
松
堂
宗
植
か
ら
の
聞
書
等
に
よ
っ
て
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
十
二
月

に
『
行
業
曲
記
』
を
撰
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
『
行
業
曲
記
』
は
元
禄
十
六
年
（
一
七

〇
三
）
に
槇
尾
山
平
等
心
王
院
か
ら
版
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
月
潭
が
槇
尾
山
十
四
代

衆
首
智
本
理
澄
や
巌
松
院
了
惠
元
如
の
弟
子
で
加
茂
覆
養
山
現
光
寺
中
興
雲
松
實
道
ら

と
語
ら
っ
て
対
馬
厳
原
に
明
忍
の
墓
と
し
て
五
輪
供
養
塔
を
建
立
し
た
こ
と
と
無
関
係

で
は
あ
る
ま
い
。
お
そ
ら
く
当
時
槇
尾
に
お
い
て
明
忍
を
顕
彰
す
る
動
き
が
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
墓
塔
裏
面
の
字
師
元
定
蘭
谷
の
手
を
刻
し
た
『
中
興
槇
尾
山
西

明
寺
俊
正
明
忍
律
師
塔
銘
』
は
月
潭
の
撰
文8
で
あ
る
が
、『
律
苑
僧
宝
伝
』
は
こ
れ
を

高
泉
性
潡
撰
と
誤
伝
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
※

　
妙
幢
淨
慧
は
『
佛
神

應
錄
』
に
お
い
て
月
潭
の
著
作
に
言
及
し
て
い
る
。
後
集9
卷

十
三

−

七
「
安ア

藝キ

ノ
嚴
イ
ツ
ク

嶋シ
マ

明
神
諸
說セ
ツ

對タ
イ

辨ベ
ン

ノ
事 

附
タ
リ
総ソ
ウ

論ロ
ン

ノ
事
」
に
厳
島
弁
財
天
の
本

地
観
世
音
菩
薩
に
つ
い
て
云
々
す
る
中
で
、
觀
世
音
に
は
五
十
余
種
の
異
名
が
あ
り
、

そ
れ
を
自
分
は
か
つ
て
蔵
経
の
中
か
ら
収
集
し
た
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
、
尊
形
も
一
様

で
は
な
く
、
ま
し
て
応
用
身
に
つ
い
て
は
、
と
以
下
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。
校
訂
し

て
示
す
。

何イ
カ

ニ  イ
ハ
ン
ヤ 

願グ
ワ
ン

身シ
ン

。
化ケ

身シ
ン

。
等ト
ウ

流ル

身シ
ン

ヲ
ヤ
。
⺼
潭タ
ン

禪
師
霊レ
イ

芝シ

ノ
觀
音
ノ
讃サ
ン

。
普
門

示
シ
メ
ス
コ
トレ

跡
ア
ト
ヲ

難ガ
タ
シ

二
思シ

議ギ
シ

一。
奚
ナ
ン
ゾ

翅タ
ヾ

當ソ
ノ

年カ
ミ 

　
現

ゲ
ン
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ン

二
　 

蛤ガ
フ

蜊リ
ニ

一。
卍マ
ン

山
禪
師
。
曽
カ
ツ
テ

禪ゼ
ン

定ヂ
ヤ
ウ

寺
ニ
ヲ
イ
テ
。
霊レ
イ

芝シ

ノ
觀
音
ノ

像ゾ
ウ

ヲ
カ
ン

得ド
ク

シ
玉
ヘ
リ
。
自シ

然ゼ
ン

ノ

工
ナ
リ
。
⺼
潭タ
ン

禪
師
。
ジ
ヨ

及ヲ
ヨ
ビ

七言京

律
ノ
頌ジ
ユ

ア
リ
。
コ
レ
ソ
ノ
末マ
ツ

句ク

ナ
リ
。

蛤ハ
マ

蜊グ
リ

。
觀
音
ノ
像ゾ
ウ

ヲ
現ゲ
ン

セ
シ
コ
ト
ハ
。
唐
ノ
文フ
ン

宗
ノ
時ト
キ

ノ
コ
ト
ナ
リ
。
所イ
ハ

謂ユ
ル

四
生シ
ヤ
ウ

五
形ギ
ヤ
ウ

變ヘ
ン

ゼ
ズ
ト

云
ト
コ
ロ
ナ
シ
。

　
淨
慧
は
観
音
の
尊
名
・
尊
形
か
ら
始
め
て
自
身
も
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
蛤
蜊
観
音
・
霊
芝
観
音
に
触
れ
、
観
音
が
衆
生
摂
化
の
た
め
に
種
々
に
変
化
し
て

施
す
普
門
の
功
徳
は
と
う
て
い
人
間
の
考
え
及
ば
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
卍
山
禅
師
が

禅
定
寺
で
感
得
し
た
霊
芝
観
音
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
た
だ
こ
の
た
び
の
こ

と
だ
け
で
は
な
く
て
、
蛤
蜊
が
観
音
像
を
現
出
す
る
と
い
う
の
は
唐
の
文
宗
の
時
か
ら

あ
っ
た
こ
と
な
の
だ
と
月
潭
の
七
言
律
頌
の
末
句
を
そ
の
ま
ま
引
い
て
い
る
。
月
潭
の

「
叙
及
七
言
律
ノ
頌
」
と
い
う
の
は
、
月
潭
が
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
六
月
に
書
林
槑

邨
彌
白
か
ら
版
行
し
た
『
観
音
新
験
録
』10
に
載
る
次
の
一
文
で
あ
る
。
校
訂
し
て
示
す
。

　
　
靈
芝
ノ
瑞
像

和
癸
亥
ノ
春
三
月
、
心
海
禪
者
捧
ケ二
靈
芝
ノ
圓
通
大
士
ノ
像
ヲ一
來
テ
謂
レ
余
ニ
曰
、
此
乃
賀
州

大
椉
寺
ノ
卍
山
禪
師
偶〳
〵
得
二タ
リ
之
レ
ヲ
於
補
陀
洛
伽
山
禪
定
寺
僧
舍
ノ
之
中
ニ一
。
頃
ロ
持
シ
テ
到

テ二
京
師
ニ一
將
サ
ニ
欲
レ
龕
レセ
ン
ト
之
ヲ
、
姑
ク
爲
メ
ニ
請
シ
來
テ
令
ム二
隨
喜
セ一
焉
。
余

拜
瞻
ス
ル
ニ
、
則
芝

莖
長
サ
可
ハ
カ
リ

二
五
六
寸
一
、
蟠
錯
聳
起
シ
テ
若
シ二
磐
陀
ノ一
。
上
二ヘ
ニ
大
士
一
。

冠

衣
自
然
ニ
具
足
ス
。

復
有
三
狻
猊
ノ
踞
ル二
其
前
ニ一
若
レ
將
二ス
ル
カ
哮
吼
一セ
ン
ト
。
腳
下
ニ
產
ス二
大
小
ノ
芝
艸
ヲ一
。
皆
ナ
紫

金
邊

然
ト
シ
テ
可
レ
觀
ツ
ン
。
其
ノ

工
ノ
之
巧
、
不
レ
可
二
以
レ言京

ヲ
諭
一ト
ス
也
。
吁ア
ヽ

大
士
爲
二メ
ノ
攝
化
衆

生
ノ一
故
ニ
顯
ス二
是
ノ
神
功
ヲ一
。
無
レ
非
下ト
云
コ
ト
自
二
慈
愍
ノ
中
一
發
現
上ス
ル
ニ
。
一
瞻
一
禮
孰
カ
不
ンレ
生
セ二

正
信
ヲ一
乎
。
余
乃
以
二
筆
語
ヲ一
爲
二シ
テ
之
レ
カ
供
ヲ一
曰
、

何
處
ノ
松
根
ニ
カ
產
ス二
玉
芝
ヲ一	

爲
レ
祥
ヲ
爲
レシ
テ
瑞
ヲ
甚
希
奇

金
葩
自
結
フ
盤
陀
ノ
座	

寶
榦
生
成
菩
薩
ノ
姿

艸
木
叢
林
皆
ナ
玅
相		

刹
塵
世
界
悉
ク
眞
慈

普
門
示
レシ
テ
跡
ヲ
難
シ二
思
議
シ一	

奚
ソ
翅タ
ヾ

當
年
現
二ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
蛤
蜊
ニ一

　
月
潭
が
七
言
律
二
首
に
付
し
て
霊
芝
観
音
像
に
奉
じ
た
供
養
の
讃
文
は
、「
天
和
三

年
（
一
六
八
三
）
春
、
心
海
禅
者
が
霊
芝
観
音
像
を
捧
持
し
来
っ
て
云
う
に
は
、
こ
れ
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は
加
賀
大
乗
寺
の
卍
山
道
白
禅
師
が
宇
治
田
原
の
補
陀
洛
伽
山
禅
定
寺
の
僧
舍
で
得
た

も
の
で
、
厨
子
に
龕
ず
る
た
め
に
京
都
に
持
っ
て
き
た
の
だ
が
、
し
ば
ら
く
こ
こ
に
請

来
し
て
随
喜
せ
し
め
る
の
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
拝
瞻
す
る
と
た
し
か
に
祥
瑞
た
る
は
な

は
だ
稀
な
霊
芝
観
音
で
あ
る
。
松
根
に
生
じ
た
霊
芝
の
玉
茎
は
す
な
わ
ち
観
音
菩
薩
の

お
姿
で
、
そ
の
丈
は
五
六
寸
ば
か
り
で
あ
る
。
霊
芝
の
根
節
は
曲
が
り
入
り
組
み
、
聳

起
し
た
黄
金
の
よ
う
に
麗
し
く
磐
陀
石
座
に
立
つ
が
ご
と
く
で
、
石
上
の
観
音
菩
薩
は

華
の
冠
に
無
縫
の
天
衣
を
着
し
た
完
璧
な
お
姿
で
あ
る
。
菩
薩
の
前
に
蹲
る
神
獣
狻
猊

は
咆
哮
し
て
い
る
よ
う
で
、
脚
下
に
は
大
小
の
霊
芝
が
生
じ
、
あ
た
り
の
草
木
叢
林
の

景
色
は
み
な
紫
金
に
美
し
く
輝
い
て
い
る
。
観
ず
べ
き
は
自
然
の
は
た
ら
き
天
の
し
わ

ざ
の
巧
み
さ
で
、
そ
れ
は
到
底
こ
と
ば
で
は
説
明
で
き
な
い
こ
と
だ
。
あ
あ
観
音
菩
薩

が
衆
生
摂
化
の
た
め
に
こ
う
し
て
神
功
を
顕
現
せ
ら
れ
た
こ
と
は
衆
生
を
慈
し
み
憐
れ

む
菩
薩
の
御
心
の
発
現
に
相
違
な
く
、
一
瞻
一
礼
す
る
人
が
正
信
を
生
じ
な
い
な
ど
と

い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
蛤
蜊
が
観
音
を
生
じ
る
の
は
決
し
て
往
古
の
こ
と
だ
け
で
は

な
い
の
で
あ
る
。」
と
い
う
ほ
ど
の
意
に
解
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
讃
文
作
成
は
卍
山
禅

師
の
依
頼
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
卍
山
も
感
得
し
た
霊
芝
観
音
に
つ
い
て
自
ら
一
文

を
草
し
、『
鷹
峯
卍
山
禅
師
広
録
』11（
卷
第
二
十
七
）
に
収
め
て
い
る
。

源
光
菴
靈
芝
觀
音
大
士
記

天
和
初
年
辛
酉
春
。
余
發
レ
自
二
大
乘
一。
省
二
先
師
於
住
吉
興
禪
寺
一。
因
游
二
城
州
補
陀
洛
山

禪
定
寺
勝
蹟
一。

得
觀
音
大
士
靈
芝
自
然
瑞
像
一。
越
明
年
中
田
氏
長
主
夫
婦
偕
來
。
告
二

志
於
余
一。
嚴
二
持
瑞
像
一。
遠
徃
二
京
師
一。
命
レ
工
造
二
寶
座
幷
寶
龕
一。
龕
座
已
成
。
託
二
之
田

上
屋
主
人
一。
權
安
二
其
壇
上
一。
夫
婦
同
去
。
歷
二
觀
諸
方
靈
迹
一。
爾
時
伏
見
里
有
二
一
信
士
一。

一
夕
夢
到
二
京
師
某
處
一。
拜
二
瞻
靈
芝
瑞
像
一。
身
心
恍
恍
。
覺
而
怪
焉
。
次
夕
又
夢
。

歎

不
レ
堪
レ
居
。
乃
走
レ
京
處
處
甚
覓
。
遂
望
二
田
上
屋
一
喜
云
。
嚮
所
レ
夢
之
處
乃
是
也
。
尋

叩
二
主
人
一。
告
以
レ
實
。
主
人
尋
異
レ
之
。
懇
延
二
信
士
一。
向
二
壇
處
一
令
レ
拜
レ
之
。
而
信
士

與
二
主
人
一。
信
敬
移
レ
時
而
別
焉
。
此
事
住
住
流
布
隨
喜
參
禮
者
不
レ
遑
レ
屈
レ
指
。
終
逹
二

于
皇
女
林
丘
寺
尼
大
師
聞
一。
遣
レ
使
迎
レ
像
。
恭
敬

拜
。
以
奏
二
于
太
上
皇
一。
上
皇
入
レ
宮

供
養
。
於
レ
是
尼
大
師
玉
手
親
畫
二
大
士
影
像
一。
以
賜
二
于
余
一。
其
像
爲
二
瑞
像
貳
副
一。
長
備

二
源
光
之
法
鎭
一。
尋
嵯
峨
獨
照
。
月
潭
二
禪
師
。
亦
迎
レ
像
瞻
禮
。
潭
公
裁
二
長
文
幷
偈
一。

修
二
筆
供
養
一
者
。
載
在
二
其
觀
音
新
驗
錄
中
一。
旣
而
田
上
主
人
以
二
像
前
供
養
錢
一。
裝
二
褙

所
謂
影
像
一。
而
爲
レ
軸
矣
。
猶
有
二
餘
錢
一。
則
造
二
二
種
絹
囊
一。
盛
下
大
士
幷
同
時
所
二
莊
嚴

一
逹
磨
之
龕
上。
其
二
囊
現
在
二
此
菴
中
一。
余
及
下
退
二
大
乘
一
而
寓
中
禪
定
上。
南
都
一
乘
眞
敬

法
親
王
。
皇
女
圓
照
寺
尼
大
師
介
二
巖
松
月
律
師
一。
請
レ
像
供
養
。
親
王
親
書
二
慶
讚
偈
一
見

レ
惠
焉
。
余
上
二
拙
和
一。
通
二
法
喜
懷
一。
豈
レ
非
二
大
士
光
明
藏
中
一
盛
事
一
乎
。
今
玆
寶
永

辛
卯
中
春
以
來
。
鷹
司
台
閤
信
房
公
之
第
二
女
瑞
籘
尼
大
師
。
數
顧
二
草
廬
一。
深
結
二
法

緣
一。
亦
係
三
初
禮
二
瑞
像
一
也
。
且
長
主
創
二
建
源
光
一。
成
二
開
基
主
一。
其
所
二
因
緣
一
實
根
二

柢
于
瑞
像
一。
則
源
光
眞
菴
主
者
此
瑞
像
。
而
如
レ
余
供
養
給
侍
底
第
一
代
也
。
後
之
住
二
源

光
一
者
。
能
存
二
此
心
一。
則
開
基
功
德
長
延
至
二
子
孫
一。
子
孫
亦
能
存
二
此
心
一。
則
瑞
像
光
明

日
日
熾
盛
。
而
開
基
家
門
番
番
繁
興
。
雖
二
百
世
一
其
祥
可
レ
知
耳
。
由
レ
是
而
言
。
則
上
來

霏
霏
鋸
屑
之
外
。
直
誦
二
慈
眼
視
衆
生
。
福
聚
海
無
量
之
二
句
一。
而
所
レ
存
已
足
矣
。
可
レ

謂
要言京

不
レ
煩
。
是
爲
レ
記
云
。

　
卍
山
道
白
（
一
六
三
六-

一
七
一
五
）
は
備
後
の
人
で
、
同
地
龍
興
寺
の
一
線
道
播
に

つ
い
て
得
度
し
、
の
ち
加
賀
大
乗
寺
の
月
舟
宗
胡
に
参
禅
し
て
嗣
法
し
、
そ
の
跡
を
継

い
で
大
乗
寺
二
十
七
世
住
職
と
な
り
、
退
隠
後
は
摂
津
興
禅
寺
・
山
城
禅
定
寺
・
洛
北

源
光
庵
に
歴
住
し
た
。
道
元
歿
後
二
百
年
を
経
て
宗
統
が
乱
れ
弊
風
が
生
じ
蔓
延
っ
た

が
、
こ
れ
を
正
す
に
宗
統
復
古
運
動
を
主
導
し
て
道
元
の
正
統
に
復
古
し
た
。
曹
洞
宗

中
興
の
祖
と
称
さ
れ
る
傑
僧
で
、
ま
た
霊
芝
観
音
瑞
像
を
感
得
し
た
人
と
し
て
知
ら
れ

る
。
卍
山
の
行
実
が
広
く
人
口
に
膾
炙
し
た
の
は
、
歿
後
八
十
余
年
を
経
た
寛
政
十
年

（
一
七
九
八
）
に
版
行
さ
れ
た
三
熊
花
顚
・
伴
蒿
蹊
編
『
続
近
世
畸
人
伝
』
に
載
る
、
卍

山
が
東
大
寺
大
仏
殿
を
再
興
し
た
華
厳
の
式
部
卿
公
慶
（
一
六
四
八-

一
七
〇
五
）・
大

蔵
経
を
開
版
し
た
黄
檗
の
鉄
眼
道
光
（
一
六
三
〇-

一
六
八
二
）
と
集
会
し
て
大
願
を
語

り
合
っ
た
と
い
う
逸
話12
に
よ
る
。

　
卍
山
が
天
和
三
年
春
に
禅
定
寺
で
感
得
し
た
霊
芝
観
音
像
に
つ
い
て
、
お
よ
そ
三
十

年
を
振
り
返
っ
て
記
し
置
い
た
右
の
一
文
は
、「
大
乗
寺
以
来
の
後
援
者
で
あ
る
中
田

夫
妻
の
施
財
に
よ
っ
て
台
座
と
厨
子
龕
を
造
っ
て
霊
芝
観
音
像
を
納
め
、
こ
れ
を
田
上

屋
主
人
に
託
し
て
同
家
の
仏
壇
に
安
置
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
伏
見
に
住
む
一
人
の
篤

信
者
が
あ
る
夜
、
京
に
行
っ
て
霊
芝
観
音
像
を
拝
瞻
す
る
夢
を
見
た
。
次
夜
も
夢
見
た

の
で
感
に
堪
え
ず
京
内
を
探
し
尋
ね
て
つ
い
に
田
上
屋
に
至
り
、
霊
芝
観
音
を
拝
し
て

さ
ら
に
信
心
を
深
め
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
が
巷
間
に
流
布
し
て
参
詣
が
絶
え
ぬ
有
様
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と
な
っ
て
噂
は
林
丘
寺
照
山
元
瑤
尼
の
耳
に
達
し
た
。
元
瑶
尼
は
霊
芝
観
音
像
を
林
丘

寺
に
迎
え
て
恭
敬
感
拝
し
、
後
西
上
皇
に
こ
と
の
次
第
を
奏
上
す
る
と
、
上
皇
は
霊
芝

観
音
像
を
御
所
に
迎
え
て
供
養
さ
れ
た
。
そ
の
折
、
元
瑤
尼
は
霊
芝
観
音
像
を
二
幅
画

か
れ
た
が
、
一
幅
は
今
も
源
光
庵
の
什
宝
と
し
て
鎮
蔵
し
て
あ
る
。
ま
た
嵯
峨
直
指
庵

の
独
照
・
月
潭
師
弟
も
こ
れ
を
拝
し
、
月
潭
は
供
養
の
詩
文
を
作
成
せ
ら
れ
た
。
こ
れ

は
月
潭
師
の
『
観
音
新
験
録
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
宇
治
田
原
巌
松
院
八
世
月
堂
道

梁
律
師13
の
仲
介
に
よ
っ
て
南
都
興
福
寺
一
乗
院
宮
真
敬
法
親
王
と
圓
照
寺
梅
宮
大
通
文

智
尼
も
供
養
せ
ら
れ
、
真
敬
法
親
王
は
観
音
慶
讚
偈
を
寄
せ
ら
れ
た
の
で
拙
僧
は
そ
れ

に
応
和
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
霊
芝
観
音
像
の
光
明
は
貴
顕
の
崇
仰
を
集

め
た
の
で
あ
る
。
源
光
庵
は
原
田
氏
が
開
基
と
な
っ
て
創
建
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
霊

芝
観
音
像
を
真
の
本
尊
と
し
て
祀
る
た
め
で
あ
っ
て
、
わ
た
く
し
は
そ
の
給
仕
供
養
役

の
初
代
で
あ
る
。
源
光
庵
を
後
住
す
る
も
の
は
本
尊
祭
祀
の
趣
旨
を
よ
く
心
得
て
お
く

べ
き
だ
。
開
基
原
田
氏
の
功
徳
は
長
延
で
子
孫
に
至
り
、
子
孫
は
変
わ
ら
ず
功
徳
を
施

し
て
い
る
。
だ
か
ら
霊
芝
観
音
像
の
光
明
は
日
々
に
勢
い
盛
ん
で
、
原
田
家
一
門
は

代
々
繁
盛
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
霊
芝
観
音
像
の
祥
瑞
は
百
世
を
経
て
も
衰
え
ぬ
こ

と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
些
細
は
と
も
か
く
、
直
ち
に
法
華
経
普
門
品
の
慈
眼
視
衆
生
、

福
聚
海
無
量
の
二
句
を
読
誦
す
る
こ
と
だ
。
後
学
の
た
め
に
要
言
を
記
し
置
い
て
お

く
。」
と
い
う
ほ
ど
の
意
に
解
さ
れ
る
。

　
妙
幢
淨
慧
は
月
潭
の
『
観
音
新
験
録
』
を
そ
れ
が
版
行
さ
れ
る
以
前
か
ら
知
っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
淨
慧
と
月
潭
の
直
弟
覚
天
（
一
六
五
七-

一
七
四
五
）
と
の
交
流
の
深

さ
を
考
え
れ
ば
、
月
潭
の
動
向
に
つ
い
て
覚
天
か
ら
情
報
を
得
て
い
た
と
し
て
も
不
思

議
で
は
な
い
。『
観
音
新
験
録
』
に
は
「
足
疾
頓
瘳
」
と
題
し
て
江
州
彦
根
城
の
優
婆

夷
元
祐
す
な
わ
ち
覚
天
の
母
が
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
秋
、
金
亀
山
北
野
寺
の
観
音

に
歌
を
捧
げ
て
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
足
疾
が
完
治
し
た
話
が
収
録
さ
れ
て
も
い
る
の

で
あ
る
。
と
も
あ
れ
月
潭
が
卍
山
感
得
の
霊
芝
観
音
像
を
讃
し
た
「
叙
及
七
言
律
ノ

頌
」（「
長
文
并
偈
」
卍
山
記
）
に
詠
じ
た
蛤
蜊
か
ら
観
音
像
が
現
出
し
た
と
い
う
故
事
は
、

淨
慧
が
唐
朝
第
十
七
代
皇
帝
文
宗
（
在
位
八
二
六-

八
四
〇
）
の
時
の
こ
と
だ
と
注
記
し

て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
南
宋
の
志
磐
撰
『
仏
祖
統
紀
』14（
巻
四
十
二
）
に
載
る
次
の
一

話
で
あ
る
。

上
嘗
謂
二
近
臣
一
曰
。
天
下
有
下
無
レ
補
二
敎
化
一
而
蠹
二
⻝
於
國
一
者
上。
卿
等
可
二
悉
言
一レ
之
。

有
二
對
者
一
曰
。
祖
宗
已
來
廣
行
二
佛
敎
一。
緇
徒
益
多
。
玆
爲
二
蠹
物
一
耳
。
上
卽
勅
二
中
外
一

罷
三
緇
徒
講
二
說
佛
經
一。
會
尙
⻝
厨
羞
御
膳
烹
二
鷄
子
一。
忽
聞
二
鼎
中
一
有
レ
聲
極
微
。
聽
レ
之

乃
群
卵
呼
二
觀
世
音
菩
薩
一。
悽
愴
之
甚
。
監
宰
以
聞
。
帝
遣
驗
レ
之
果
然
。
帝
歎
曰
。
吾
不

レ
知
二
佛
衟
神
力
乃
能
若
一レ
是
。
勅
自
レ
今
不
レ
得
レ
用
二
鶏
子
一。

一
日
食
二
蛤
蜊
一。
有
二
擘
不

レ
開
者
一。
焚
レ
香
禱
レ
之
。
俄
變
爲
二
大
士
形
一。
帝
召
二
終
南
山
惟
政
禪
師
一
問
レ
之
。
師
曰
。

夫
物
無
二
虛
應
一。
此
蓋
廣
二
陛
下
信
心
一
耳
。
經
云
。
應
下
以
二
此
身
一
得
レ
度
者
。
卽
現
二
此

身
一
而
爲
說
レ
法
。
帝
曰
。
大
士
以
現
未
レ
聞
二
說
法
一。
師
曰
。
陛
下
覩
レ
此
。
爲
レ
常
爲
二
非

常
一。
爲
レ
信
爲
二
非
信
一。
帝
曰
。
希
有
之
事
焉
得
レ
不
レ
信
。
師
曰
。
已
說
法
竟
。
帝
大
悅
。

卽
詔
二
天
下
寺
院
一
立
二
觀
音
像
一。

　
右
一
話
は
、「
嘗
て
文
帝
が
〈
国
を
蠹
食
（
む
し
ば
む
）
す
る
者
が
い
た
ら
悉
く
報
告

せ
よ
〉
と
命
じ
ら
れ
た
。
す
る
と
臣
が
〈
祖
宗
以
来
仏
教
が
広
ま
り
僧
徒
が
増
え
続
け

て
い
ま
す
。
彼
ら
こ
そ
蠹
食
の
も
の
で
す
〉
と
答
え
た
の
で
、
帝
は
直
ち
に
勅
し
て
僧

徒
が
仏
経
を
講
説
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
そ
ん
な
と
き
厨
房
で
不
思
議
な
こ
と
が
起
き

た
。
鶏
卵
を
烹
る
鼎
の
中
か
ら
微
か
に
観
世
音
菩
薩
を
呼
ぶ
声
々
が
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
声
は
悲
し
く
も
傷
ま
し
い
も
の
だ
っ
た
。
奏
上
を
受
け
て
調
査
さ
せ
た
が
果
た
し

て
そ
の
通
り
で
あ
っ
た
の
で
、
帝
は
〈
仏
道
の
神
力
が
こ
う
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
か
っ
た
〉
と
嘆
息
し
、
勅
し
て
食
材
に
鶏
卵
を
用
い
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
ま
た

蛤
蜊
を
食
し
た
と
き
殻
蓋
を
開
か
な
い
蛤
蜊
が
あ
っ
た
。
香
を
焚
き
念
じ
る
と
、
蛤
蜊

は
に
わ
か
に
変
じ
て
観
世
音
菩
薩
の
お
姿
に
な
っ
た
。
終
南
山
の
惟
政
禅
師
を
召
し
て

こ
の
不
思
議
な
出
来
事
を
問
う
と
、
師
は
〈
そ
れ
は
ま
さ
に
陛
下
の
信
心
の
ほ
ど
を
天

下
に
広
め
ん
が
た
め
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
経
に
も
、
観
世
音
菩
薩
の
身
を
も
っ

て
悟
り
を
得
る
者
に
は
、
た
め
に
観
世
音
は
身
を
現
じ
て
法
を
説
く
、
と
あ
り
ま
す
〉

と
答
え
た
。
帝
が
〈
観
世
音
菩
薩
は
お
姿
を
現
じ
ら
れ
た
が
、
し
か
し
い
ま
だ
に
そ
の

説
法
を
聞
か
ぬ
ぞ
〉
と
い
う
と
、
師
は
〈
陛
下
は
観
世
音
菩
薩
の
お
姿
を
ご
覧
に
な
ら

れ
た
。
そ
れ
は
日
常
の
こ
と
と
し
ま
す
か
、
非
日
常
の
異
変
と
し
ま
す
か
。
そ
れ
は
信

ず
べ
き
こ
と
で
す
か
、
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
す
か
〉
と
問
う
た
。
帝
が
〈
そ
れ
は

希
有
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
信
じ
ざ
る
を
得
な
い
事
実
で
は
な
い
か
〉
と
い
う
と
、
師

は
〈
そ
の
通
り
で
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
も
う
す
で
に
菩
薩
の
説
法
は
無
言
の
う
ち
に
終
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わ
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
〉
と
解
を
示
し
た
。
文
帝
は
得
心
し
て
大
い
に
悦
び
、

詔
し
て
天
下
の
寺
院
に
観
世
音
菩
薩
像
を
建
て
し
め
ら
れ
た
。」
と
い
う
ほ
ど
の
意
と

解
さ
れ
る
。

　
い
わ
ゆ
る
蛤
蜊
観
音
の
こ
と
は
唐
の
段
成
式
撰
『
酉
陽
雑
俎
』（
續
集
卷
五
・

寺
塔
記
上

）
等
に
も

見
え
る
が
、
淨
慧
は
か
つ
て
観
音
の
異
名
を
五
十
余
種
も
蒐
集
し
た
こ
と
が
あ
る
と
記

し
て
い
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
作
業
を
続
け
る
う
ち
に
、
月
潭
が
「
叙
及
七
言

律
ノ
頌
」
に
詠
じ
た
蛤
蜊
観
音
の
故
事
が
『
仏
祖
統
紀
』
に
載
る
文
宗
の
逸
話
に
依
っ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
特
定
し
、
こ
れ
を
追
認
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
元
禄
九
年

（
一
六
九
六
）
六
月
版
行
の
『
観
音
新
験
録
』
は
そ
の
自
叙
か
ら
も
月
潭
は
こ
れ
を
貞
享

四
年
（
一
六
八
七
）
春
に
は
成
稿
し
て
い
た
と
知
れ
る
。
淨
慧
は
こ
れ
を
版
行
以
前
の

は
や
い
段
階
で
読
む
機
を
得
て
い
た
と
推
量
さ
れ
る
か
ら
、
淨
慧
が
衆
庶
勧
化
の
た
め

に
す
る
著
述
活
動
に
お
い
て
同
書
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

『
観
音
新
験
録
』
は
自
叙
に
も
い
う
よ
う
に
、
こ
だ
わ
っ
て
当
代
の
観
音
霊
験
譚
を
収

集
し
た
世
に
な
い
「
新
」
験
録
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
自
身
の
学
識
の
成
果
を
誇
り
む
や

み
に
事
例
を
追
う
ば
か
り
の
既
存
の
仏
教
説
話
集
に
は
な
い
新
た
な
視
点
か
ら
の
撰
述

だ
っ
た
。
贅
言
す
れ
ば
、『
観
音
新
験
録
』
の
所
収
説
話
の
題
名
は
す
べ
て
四
字
句
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
仲
春
に
書
肆
平
楽
寺
か
ら
版
行
さ
れ
た
晦

巌
道
熈
撰
『
地
蔵
菩
薩
感
応
伝
』
二
卷
と
全
く
同
じ
で
あ
っ
て
、
ど
ち
ら
が
摂
取
し
た

も
の
か
判
断
し
が
た
い
が
、
相
互
に
切
磋
琢
磨
す
る
環
境
に
あ
っ
た
故
の
一
現
象
と
思

わ
れ
る
。
晦
巌
（-

一
六
七
七-

一
六
八
七-

）
は
黄
檗
三
代
慧
林
性
機
（
一
六
〇
九-

一

六
八
一
）
の
侍
者
で
あ
っ
た
が
、
慧
林
歿
後
は
高
泉
を
尋
ね
て
仏
国
寺
指
柏
軒
に
住
し

た
人
で
、
同
書
巻
頭
に
載
る
高
泉
性
潡
序
に
「
吾
弟
晦
巌
道
煕
公
」
と
あ
る
よ
う
に
、

仏
国
寺
ま
た
高
泉
の
周
縁
に
は
こ
う
し
た
巷
間
衆
庶
の
動
向
を
常
に
視
野
に
置
い
た
僧

た
ち
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
懐
玉
道
温
（
一
六
三
九-

一
七
〇
七
）
も
そ
の
一
人
で
、
来

朝
し
て
高
泉
に
投
じ
て
出
家
し
、
仏
国
寺
志
源
菴
に
住
し
て
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）

に
版
行
し
た
『
伽
藍
開
基
記
』
は
十
卷
八
冊
の
大
部
の
も
の
で
、
同
十
五
年
（
一
七
〇

二
）
に
上
梓
し
た
『
黄
檗
開
山
普
照
国
師
隠
元
和
尚
伝
』
二
卷
は
す
べ
て
和
文
で
著
述

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
高
泉
が
『
伽
藍
開
基
記
』
の
序
に
、
道
温
は
公
務
の
暇
に
千
幅

の
観
音
像
を
描
き
、
西
方
三
聖
像
を
印
施
し
た
が
そ
の
数
を
知
ら
ぬ
ほ
ど
だ
と
伝
え
て

い
る
。
道
温
は
衆
庶
勧
化
に
徹
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
に
よ
り
高
泉
に
は

『
東
渡
諸
師
伝
』
二
卷
・『
扶
桑
禅
林
僧
宝
伝
』
十
卷
・『
東
国
高
僧
伝
』
十
卷
・『
釈
門

孝
伝
』
一
卷
等
々
の
衆
庶
勧
化
を
意
図
し
た
膨
大
な
著
作
が
あ
る
の
で
あ
る
。
併
せ
て

そ
の
周
縁
に
い
た
晦
巌
・
月
潭
・
道
温
、
ま
た
淨
慧
ら
の
著
作
活
動
を
考
え
れ
ば
、
当

時
檗
山
と
く
に
仏
国
寺
に
は
衆
庶
勧
化
の
一
方
法
と
し
て
勧
化
本
撰
述
の
風
潮
気
運
が

漂
溢
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
字
師
と
書
肆
が
檗
山
の
近
く
に
存
し
た
こ

と
か
ら
も
類
推
せ
ら
れ
る
。

　
元
禄
九
年
六
月
版
行
の
『
観
音
新
験
録
』
の
刊
記
に
は
「
岡
元
旾
七
十
一
歳
敬
拜
書

／
書
林
槑
邨
彌
白
氏
謹
壽
梓
」
と
あ
っ
て
字
師
名
と
書
肆
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
岡
元

旾
（
一
六
二
六-

一
六
九
六-

）
の
旾
は
春
。
玄
春
に
も
作
り
号
を
寂
棲
と
称
し
洛
東
に

住
し
た
。『
黄
檗
文
化
人
名
辞
典
』
は
「
元
春
は
黄
檗
草
創
期
に
明
朝
体
を
学
び
、
黄

檗
語
録
を
中
心
に
、
当
代
著
作
物
の
明
朝
体
に
よ
る
上
版
に
当
っ
て
、
版
下
原
稿
の
書

家
と
し
て
自
他
共
に
許
す
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
い
う
。
晦
巌
撰
『
地
蔵

菩
薩
感
応
伝
』・
同
『
新
撰
梅
花
百
詠
』
一
卷
の
字
師
も
岡
元
春
で
あ
り
、
慧
堅
撰

『
律
苑
僧
宝
伝
』
十
五
卷
八
冊
の
字
師
も
元
春
だ
っ
た
。
書
林
槑
邨
彌
白
の
槑
は
梅
。

洛
陽
に
あ
っ
て
月
潭
撰
『
峩
山
集
』
二
卷
、
慧
堅
撰
『
盂
蘭
盆
獻
供
儀
』
な
ど
黄
檗
僧

や
律
僧
の
著
作
を
版
行
し
て
い
る
。『
律
苑
僧
宝
伝
』
に
は
黄
檗
の
南
源
性
派
と
高
泉

性
潡
が
序
を
寄
せ
て
い
る
が
、
慧
堅
の
高
弟
安
養
寺
二
世
湛
堂
慧
淑
撰
『
東
方
山
安
養

寺
中
興
祖
戒
山
堅
和
尚
伝
』15
は
南
源
・
高
泉
二
禅
師
が
慧
堅
を
讃
す
る
う
ち
に
「
源
師

嘗
テ
嘆
シ
テ
曰
、
律
師
ノ
修
レス
ル
史
ヲ
、
過
二ル
ハ
於
宋
ノ
通
慧
ニ一
者
多
シ
ト
乎
、
泉
師
亦
謂
テ二
其
ノ
徒

ニ
曰
ク
、
律
師
扶
宗
ノ
誠
志
固
ニ
不
レ
在
カレ言京

ニ
、
其
ノ
学
識
兼
テ
長
シ
、
才
華
不
レ
倫
ナ
ラ
、
孰

カ
謂
ン二
当
今
無
シ
ト
一レ

、
若
カ
輩
其
レ
勉
レメ
ヤ
ト
之
ヲ
」
と
発
言
し
た
と
伝
え
て
い
る
。
南
源
は

『
宋
高
僧
伝
』
の
撰
者
通
慧
大
師
賛
寧
の
名
を
挙
げ
て
律
師
が
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
の
大

切
さ
を
云
い
、
高
泉
は
行
実
に
学
識
を
兼
ね
る
べ
き
を
強
調
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
黄

檗
山
・
天
王
山
で
は
そ
う
し
た
訓
導
が
慫
慂
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
月
潭
や
晦
巌

ま
た
淨
慧
の
著
作
は
そ
の
具
体
的
成
果
で
あ
っ
た
。

　
月
潭
の
行
実
が
宗
派
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
当
代
律
僧
の
高
峰
た
る
存

在
だ
っ
た
真
言
律
の
湛
堂
の
心
酔
ぶ
り
か
ら
も
了
解
せ
ら
れ
る
。
湛
堂
は
そ
の
『
自
芳

雜
艸
』『
璞
苑
稿
』『
江
左
新
艸
』『
卯
瑞
稿
』
等
々
に
月
潭
と
の
交
友
を
記
し
て
い
る

し
、
同
門
仏
国
寺
の
了
翁
道
覚
も
巷
間
の
高
評
を
耳
に
し
、
七
十
五
歳
の
宝
永
元
年

（
一
七
〇
四
）
夏
嵯
峨
に
月
潭
を
訪
ね
て
天
真
院
の
銅
鐘
銘
作
文
を
依
頼16
し
て
い
る
。
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『
観
音
新
験
録
』
所
載
「
靈
芝
瑞
像
」
も
曹
洞
の
卍
山
道
白
か
ら
の
依
頼
で
草
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、『
峩
山
稿
』
所
載
「
獅
子
窟
寺
記
」
も
同
寺
真
言
僧
義
観
と
月
海
の

請
を
容
れ
て
草
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
月
潭
の
行
実
を
淨
慧
は
直
接
に
、
ま

た
法
友
で
あ
る
月
潭
高
弟
覚
天
か
ら
耳
に
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
淨
慧
が
月
潭
か

ら
受
け
た
影
響
は
少
な
く
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。

　
高
泉
を
継
い
だ
黄
檗
六
代
千
呆
性
侒
（
一
六
三
六-

一
七
〇
五
）
が
元
禄
十
一
年
夏
に

池
永
道
雲
家
伝
蔵
阿
弥
陀
仏
像
の
縁
起
・
霊
験
を
『
弥
陀
夢
感
記
』17
と
題
し
て
漢
文
で

草
し
た
も
の
を
、
淨
慧
は
こ
れ
を
和
文
に
改
め
て
『
佛
神

應
錄
』
卷
十
三
に
「
霊
像

ノ
彌
陀
尊
種
々
ノ
現
益
ヲ
施
玉
フ
事
」
と
し
て
収
め
て
い
る
な
ど
は
、
黄
檗
の
衆
庶
勧

化
の
一
法
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
池
永
道
雲
（
一
六
七
四-

一
七
三
七
）
は
書
家
・
篆
刻

家
と
し
て
知
ら
れ
、
一
峰
・
市
隠
・
山
雲
水
月
主
人
な
ど
と
号
し
た
。
桃
山
時
代
末
か

ら
続
く
薬
種
問
屋
で
代
々
浄
宗
で
あ
る
が
、
五
代
道
雲
は
独
湛
・
高
泉
・
千
呆
等
黄
檗

僧
ま
た
湛
堂
等
真
言
律
僧
と
も
交
流
が
あ
り
、
淨
慧
も
親
近
し
た
よ
う
で
、
後
世
不
朽

の
名
作
と
さ
れ
る
道
雲
著
『
一
刀
万
象
』（
前
後
七
卷
）
の
岩
瀬
文
庫
蔵
写
本
後
集
人
冊

に
は
正
徳
二
年
仲
夏
駿
州
嶋
田
駅
都
智
山
白
巌
禅
刹
現
住
沙
門
空
幻
子
浄
慧
撰
『
都
智

山
印
韻
志
』（
漢
文
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
因
み
に
前
集
卷
之
下
に
「
月
潭
」
二
文

字
の
印
譜
が
載
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
月
潭
道
澂
が
依
頼
し
た
篆
刻
印
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
月
潭
に
は
蘭
谷
元
定
の
よ
う
な
篆
刻
や
書
画
を
能
く
す
る
黄
檗
僧
も
近
く
に
い
た

の
で
あ
り
、
も
っ
て
そ
の
宗
教
的
・
文
化
的
な
環
境
が
彷
彿
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
淨
慧

の
存
し
た
環
境
と
隣
接
し
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。�

（
関
口
）

〔
注
〕

1�

関
口
靜
雄
・
山
本
博
也
『
律
苑
僧
宝
伝
』（
二
〇
〇
七
年
二
月
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
）

に
據
る
。

2�

藤
谷
厚
生
氏
「
近
世
律
宗
の
僧
─
賢
俊
良
永
と
そ
の
門
流
」（「
宗
教
研
究
」
七
七
巻
四
号
、
二
〇
〇

七
年
三
月
）
は
賢
俊
槇
尾
退
去
の
理
由
を
戒
律
の
解
釈
を
め
ぐ
る
諍
論
と
さ
れ
る
。

3�

研
究
代
表
稲
城
信
子
氏
『
日
本
に
お
け
る
戒
律
伝
播
の
研
究
』（
二
〇
〇
四
年
三
月
、
元
興
寺
文

化
財
研
究
所
）
所
載
に
據
る
。

4
前
掲
『
日
本
に
お
け
る
戒
律
伝
播
の
研
究
』
所
載
に
據
る
。

5�

東
京
都
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
所
蔵
加
賀
文
庫
本
に
據
る
。
同
書
は
侍
者
周
愚
編
、
天
和

三
年
四
月
瑞
泉
山
正
法
寺
蔵
版
。
内
題
「
前
住
永
源
正
法
開
山
如
雪
和
尚

年
録
」。
義
拙
薫

沐
撰
『
清
凉
霊
源
禪
寺
第
二
世

鼎
和
尚
行
由
』
を
付
す
。

6
前
掲
『
日
本
に
お
け
る
戒
律
伝
播
の
研
究
』
所
載
に
據
る
。

7
過
去
帳
等
に
つ
き
巌
松
院
住
職
河
合
拓
巌
師
よ
り
種
々
貴
重
な
御
示
教
を
頂
戴
し
た
。

8�

対
馬
市
教
育
委
員
会
文
化
課
尾
上
博
一
氏
よ
り
資
料
の
提
供
と
御
示
教
を
頂
戴
し
た
。

9
名
古
屋
大
学
図
書
館
蔵
本
に
據
る
。

10�

東
京
大
学
図
書
館
蔵
本
に
據
る
。
な
お
次
の
両
氏
に
翻
刻
が
あ
る
。
山
崎
淳
氏
「
地
蔵
寺
蔵

『
観
音
新
験
録
』
─
翻
刻
と
解
題
」（「
上
方
文
藝
研
究
」
六
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）・
新
間
水
緒
氏

「『
観
音
新
験
録
』
に
つ
い
て
─
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
本
の
紹
介
を
か
ね
て
」（「
文
藝
論
叢
」
七
二
号
、

二
〇
〇
九
年
三
月
）。

11『
曹
洞
宗
全
書
語
録
二
』（
一
九
三
一
年
十
二
月
、
曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
）
所
収
。

12�

こ
の
逸
話
は
す
で
に
妙
玄
白
龍
撰
『
宗
統
復
古
志
』（
宝
暦
十
年
〈
一
七
六
〇
〉
刊
）
に
載
る
。

13�『
槇
尾
山
自
誓
受
具
同
戒
録
』
に
「
月
堂
道
梁
大
徳
、
享
保
四
年
六
月
廿
日
寂
、
住
岩
松
院
」

と
見
え
る
月
堂
道
梁
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
巌
松
院
蔵
過
去
帳
に
八
世
と
あ
る
。

14「
大
正
新
脩
大
蔵
経
」（
第
四
九
巻
史
伝
部
一
）
に
據
る
。

15�『
企
画
展
東
方
山
安
養
寺
の
歴
史
と
美
術
』（
一
九
九
四
年
十
月
、
栗
東
歴
史
民
俗
博
物
館
）
所
載
翻

刻
文
に
據
る
。

16�『
天
真
了
翁
禅
師
紀
年
録
』
宝
永
元
年
条
。
し
か
し
ど
う
い
う
わ
け
か
月
潭
は
こ
れ
を
固
辞
し

て
い
る
。
了
翁
は
仕
方
な
く
帰
途
に
双
丘
の
斉
雲
道
棟
を
訪
ね
、
肥
前
興
福
禅
寺
開
山
如
定

禅
師
の
こ
と
な
ど
を
語
り
明
か
し
た
と
い
う
。
斉
雲
は
訳
語
僧
で
修
学
院
離
宮
楽
只
軒
単
丁

菴
に
寓
居
し
、
照
山
元
瑶
に
『
讃
観
音
大
士
伽
陀
集
』
二
巻
を
奉
呈
し
た
人
で
あ
る
。
月
潭

と
は
長
崎
以
来
の
法
友
で
、
月
潭
は
右
書
に
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。

17�

宝
田
正
道
氏
『
日
本
佛
教
文
化
史
攷
』（
一
九
六
七
年
五
月
、
弘
文
堂
新
社
）
に
翻
刻
が
載
る
。

〔
翻
刻
凡
例
〕

一
、
名
古
屋
大
学
図
書
館
蔵
『
佛
神

應
錄
』
後
集
を
底
本
と
し
た
。
同
図
書
館
に
謝
意
を
表
す
。

一
、�
可
能
な
か
ぎ
り
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
、
明
ら
か
な
誤
刻
も
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。
た
だ

し
、「
玉
・
玊
」「
未
・
末
」「
己
・
已
・
巳
」
等
の
混
用
表
記
は
文
意
を
と
っ
て
適
字
を
置

き
、「
ヿ
」（
コ
ト
）
等
の
合
字
は
通
行
の
表
記
に
改
め
、
摺
墨
の
濃
淡
等
に
よ
る
判
読
不

能
の
文
字
は
字
数
分
の
空
格
（
□
）
を
置
い
た
。

一
、
半
丁
ご
と
に
丁
数
を
示
し
、
各
話
末
行
と
次
話
題
と
の
間
に
空
行
を
置
い
た
。


